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令和８年度病害虫発生予察情報 

発生予報第１１号(１０月) 

                                     令和８年１０月１３日  

                                     発表：福島県病害虫防除所 

【注意が必要な病害虫】 

野菜
花き 

■ サツマイモ：サツマイモ基腐病 -③ 
（令和７年 11月７日付け防除情報参考） 

■ 秋冬ネギ：べと病 -③ 
（令和 8年 9月 9日付け防除情報参考） 

■ 秋冬ネギ：黒斑病・葉枯病 -③ 
※  上記の表に記載された病害虫は、下記の①～③に該当します。 
注）①現状において、注意報レベルの防除を要すると判断された病害虫 

②「１ 主な病害虫の発生予報」のうち、予察調査の結果、発生時 
期が「やや早い」、発生量が「やや多い」と予測された病害虫の 
中で特に懸念される病害虫 

③「１ 主な病害虫の発生予報」以外で、調査の結果、県全域的に 
発生が多く、問題になると判断した病害虫 
 

１ 主な病害虫の発生予報 

（１） 野菜花き 

作物名 病害虫名 地方 発生 

時期 
発生量 予報の根拠 防除上注意すべき事項 

イチゴ 

 

うどんこ

病 

全 域 

 

 

－ 平年並 

 

発生ほ場割合は平年並であっ

た（±）。 

多発すると防除が困難

になるので、発生初期から

薬剤防除を徹底する。 

 土壌病害

(萎黄病、

炭疽病） 

全 域 － 平年並 

 

発生ほ場割合は平年並であっ

た（±）。 

発病株及び発病が疑わ

れる株は、見つけしだい抜

き取り、ほ場外に持ち出す

など適切に処分する。 

 アブラム

シ類 

全 域 

 

－ 平年並 発生ほ場割合は平年並であっ

た（±）。 

低密度時から薬剤防除

を実施する。 

ハダニ類 全 域 

 

 

－ やや多 発生ほ場割合は平年並であっ

たが、一部では発生程度の高いほ

場が確認されている（±）。 

天候予報（仙台管区気象台 10

月８日発表）によると、向こう１

か月の平均気温は高いと予想さ

れている（＋）。 

低密度時から薬剤防除

を実施する。 

抵抗性の発達が懸念さ

れるので、殺ダニ剤の選択

には注意する。 

カブリダニ製剤を放飼

している場合は、天敵に影

響の小さい薬剤を選択す

る。 

 コナジラ

ミ類 

全 域 

 

－ やや多 

 

発生ほ場割合は平年よりやや

高かった（＋）。 

ほ場をよく観察し、発生

が多い場合は、速やかに防

除を実施する。 

 

 

 

病害虫に関す

る防除対策の

ページは 

←こちらから 

病害虫防除所 

HP は 

←こちらから 
 



2 

 

作物名 病害虫名 地方 
発生 

時期 
発生量 予報の根拠 防除上注意すべき事項 

野菜、花

き共通 

ハスモン

ヨトウ 

全 域 

 

 

－ 平年並 発生ほ場割合は平年並であっ

た（±）。 

成虫の発生と産卵は、11

月上旬頃まで続くので、発

生状況をよく観察する。 

防除が遅れると被害が

大きくなるので発生初期

に薬剤防除を徹底する。 
注）予報の根拠の中で（＋）は多発要因、（－）は少発要因、（±）は平年並要因であることを示す。 
 
２ 発生が懸念される病害虫 

サツマ

イモ 

■サツマイモ基腐病 

今年度はほ場で確認されていませんが、昨年は中通り地方での発生を確認しています。収穫の際は、

株元の茎に黒変（黒粒）が発生していないかを確認しましょう。また、収穫したイモがなり首側から

腐敗していないか確認し、切断面の腐敗状況をよく観察しましょう。腐敗が見られる場合は、種イモ

としての使用を控えてください。 

次作に向けた対策として、未発生ほ場で生産された種苗の確保や植付前の種苗消毒を実施しましょ

う。 

本病の被害様相や防除対策については、令和７年度病害虫防除情報（令和７年度 11月７日付け発表）

を参照してください。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/715221.pdf 

また、病害虫防除所 HP に掲載している病害虫防除情報「注意喚起 サツマイモ基腐病のまん延防止

対策」もご覧ください。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/37200b/satsumaimo-motogusare.html 

秋冬 

ネギ 

■べと病 

10 月６日に実施した秋冬ネギ４ほ場の調査にて、べと病の発生ほ場割合は 100％となり、発病

株率の高いほ場が確認されています。発生したほ場では、次年度の伝染源とならないように罹病

葉をほ場外へ持ち出し、適切な残さ処理に努めてください。 

本病の被害様相や防除対策については、令和８年度病害虫防除情報（令和８年度９月９日付け発表）

を参照してください。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/763037.pdf 

■黒斑病・葉枯病 

10月６日に実施した秋冬ネギ４ほ場の調査にて、黒斑病・葉枯病の発生ほ場割合は 75％となり、

発病株率の高いほ場が確認されています。 

 発生ほ場では肥料切れ及び多肥に注意し、速やかに薬剤防除を実施してください。また、次年

度の伝染源とならないように罹病葉はほ場外へ持ち出すなど、適切な残さ処理に努めてください。 

 


